






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































制﹂における特殊性 位置づけに努めて た和辻は敗戦 挫折
を
経
て、
日
本
の
世
界
史
的
地
位
の
高
唱
を
多
様
の
統
一
と
し
て
の﹁一つの世界﹂の形成 めの文化的な平等の立場に引き下
ろ
し
た。
言
い
換
え
れ
ば
戦
中
の
特
殊
性
の
暴
走
か
ら
目
覚
め
て、
﹁
公
﹂
と﹁
公
﹂
の﹁
対
﹂
を
超
え
て
普
遍
的
な﹁
共
﹂
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
戦
後
の
反
省
が
見
受
け
ら
れ
る。
し
か
し﹃
倫
理
学・
中
巻﹄初版で強調された﹁公﹂の閉鎖的性格に関する言説は改版ではそのまま保留されていた。では、戦後の和辻はどんな﹁公
﹂
観
念
を
以
て
普
遍
的
な﹁
共
﹂
を
求
め
て
い
っ
た
の
か。
そ
の
問題について別稿で改めて論じ 。注　
本
稿
に
お
け
る
和
辻
の
言
説
に
つ
い
て、
主
と
し
て﹃
和
辻
哲
郎
全
集
﹄︵
岩
波
書
店、
一
九
九
一
年
︶
か
ら
引
用
し
た。
引
用
す
る
際
に
略
号
を
用
い
て、
巻
数
と
頁
数
を
表
記
し
た。
た
だ
著
作
の
別
巻
や﹃
倫
理
学
中
巻
﹄
初
版
か
ら
引
用
を
行
う
際
に
は、
以
下
の
略
号
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
を
表
記
し、
全
集
の
対
応
箇
所
を
併
記
する。B
1 ：﹃和辻哲郎全集﹄別巻一
B
2 ：﹃和辻哲郎全集﹄別巻二
R
C
 ：﹃倫理学﹄中巻初版︵一九四二年︶
︵
1︶ 吉
馴
明
子・
伊
藤
彌
彥
等
編﹃
現
人
神
か
ら
大
衆
天
皇
制︱
昭
和
の
国
体
とキリスト教﹄
︵刀水書房、
二〇一七年︶第一刷、
九四～六頁参照。
︵
2︶ 吉馴明子等編、前掲書、八三、
八五頁参照。
︵
3︶ 小
堀
桂
一
郎
著﹃
和
辻
哲
郎
と
昭
和
の
悲
劇
﹄︵
株
式
会
社
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所、
二
〇
一
七
年
︶
第
一
刷、
二
四
七
～
二
五
二
頁
参
照。
小
堀
は
当
時
教
育
印
新
委
員
会
に
属
す
る
多
く
の
大
正
教
養
派
が
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
要
求
に
全
面
的
に
屈
服
し、
い
か
に
抵
抗
力
が
弱
か
っ
た
か
と
批
判
す
る。
そ
れ
に
対
し
て
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
浸
透
さ
れ
る
伝
統
の
危
機
の
状
況
の中で、和辻らの保守派の主張を評価する。
︵
4︶ 樋
口
浩
造﹁
語
り
の
中
の
武
士
道︱
批
判
的
系
譜
学
の
試
み︱
﹂︵﹃
日
本思想史学﹄
、二〇〇一年︶三十三号、一九一頁参照。
29 ???????????????????
︵
5︶ 西
谷
敬
著﹃
文
化
と
公
共
性
︱
和
辻
倫
理
学
の
最
構
想
﹄︵
晃
洋
書
房、
二〇一三年十月︶第一刷、一六頁参照。
︵
6︶ 西谷敬、前掲書、八〇頁参照。
︵
7︶ 子安宣邦著
﹃和辻哲郎を読む
　
もう一つ
﹁近代﹂
の超克﹄
︵青土社、
二〇一〇年八月︶第一刷、二六四～五頁参照。
︵
8︶ 子
安
は
一
九
四
五
に
い
た
る
昭
和
前
期
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を、
明
治
の
国
家
形
成
に
成
立
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
区
別
し
た
上
で、
﹁
昭
和
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
﹂
と
呼
ぶ。
そ
し
て﹁
昭
和
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は︿
世
界
史
的
﹀
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る。
そ
れ
は
東
か
ら
の︿
世
界
史
﹀
的
日
本
の
自
己
主
張
で
あ
る。
⋮⋮
和
辻
倫
理
学
も
ま
た︿
東
﹀
か
ら
の﹁
世
界
史
的
使
命
﹂
を
自
覚
し
た
倫
理
学
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る。
﹂
と
し
て
い
る。詳しくは前掲書の 三～四頁参照。
︵
9︶ 本
稿
で
は、
こ
の
論
文
の
言
説
を
引
用
し
た
部
分
に
関
し
て
は、
国
立
国
家
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
所
存
す
る
和
辻
の
原
稿
を
参
考
し
た。
た
だ
し
通
行
の
字
体
に
改
め、
﹃
和
辻
哲
郎
全
集
﹄
第
十
二
巻
の
対
応
頁
を
示
す。違う部分に関しては註で表示する。
︵
10︶ 和辻、前掲論文、五四頁参照。
︵
11︶ 相
良
亨
著﹃
相
良
亨
著
作
集
３﹄
﹁
近
世
か
ら
近
代
へ
﹂︵
ぺ
り
か
ん
社、
一九九三年六月︶第一刷、一六五～一八三頁参照。
︵
12︶ 相良亨、前掲書、一八三頁参照。
︵
13︶ 相良亨、前掲書、一八三～四頁参照。
︵
14︶ 相良亨、前掲書、二九八頁参照。
︵
15︶ 苅
部
直
著﹃
日
本
思
想
史
へ
の
道
案
内
﹄︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
株
式
会
社、
二〇一七年十二月︶第 刷 九六頁参照。
︵
16︶ 山
本
常
朝
の﹃
葉
隠
﹄
に
お
け
る﹁
奉
公
﹂
の
献
身
的
言
説
に
関
し
て
は、
山
本
の﹁
家
職
﹂
観
と
関
わ
っ
て
反
論
を
立
て
る
研
究
者
も
い
る。
要
は
戦
国
時
代
と
異
な
っ
て、
太
平
の
世
に
処
す
る
常
朝
は
没
我
的
献
身
を
敢
え
て
する
﹁奉公﹂
を志したにしても、
ただそれを中核として各々
﹁家職﹂
の真の責任を尽くす
﹁治世之奉公﹂
のような処身技術が説かれたも
のではないかと強調される。詳しくは小池喜明﹁家職﹂と
﹁奉公﹂
：
﹃葉隠﹄
﹁夜陰の閑談﹂
論﹂
︵﹃井上円了センター年報﹄
一九九八年七号、
三～二七頁︶参照。
︵
17︶ 和辻、前掲論文、一五三頁参照。
︵
18︶ 和辻、前掲論文、一五三～四頁参照。
︵
19︶ 苅部直、前掲書、一〇一～二頁参照。
︵
20︶ 和
辻
は﹃
尊
皇
思
想
と
そ
の
伝
統
﹄
に
お
い
て
古
代
日
本
に
お
い
て
こ
う
し
た
共
同
体
の
理
想
像
を
描
い
た。
後
に﹃
日
本
倫
理
思
想
史
﹄
に
も
収
録
さ
れた。
︹
12-95~6 ︺
︵
21︶ 苅
部
直
著﹃
光
の
領
国
　
和
辻
哲
郎
﹄︵
創
文
社
出
版、
一
九
九
五
年
五
月
︶
第一刷、一九一頁参照。
︵
22︶ 西谷敬、前掲書、七七頁参照。
︵
23︶ 同上。
︵
24︶ 苅
部
直、
前
掲
書、
一
九
二
頁
参
照。
そ
し
て
生
の
権
力
と
死
の
権
力
と
の
表
現
は
苅
部
が
ミ
シ
ェ
ル・
フ
ー
コ
ー
の
論
文﹁
個
人
に
か
ん
す
る
政
治
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー﹂
の︿
生
の
政
治
﹀
と︿
死
の
政
治
﹀
の
概
念
か
ら
借
用
し
たものである。詳しくは苅部前掲書の二三七頁の解説を参照。
︵
25︶ 西谷敬、前掲書、七六頁参照。
︵
26︶ 苅部直、
﹃日本思想史への道案内﹄
、一四、
四二頁参照。
︵
27︶ 磯
前
順
一﹁
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
宗
教
概
念
を
め
ぐ
る
言
説
編
成
﹂︵
磯
前
順一
・
尹海東編﹃植民地朝鮮と宗教︱帝国史
・
国家神道
・
固有信仰﹄
三元社、二〇一三年一月︶第一刷
︵
28︶ 苅部直、
﹃光の領国
　
和辻哲郎﹄
、一四四～五頁参照。
︵
29︶ 北
河
賢
三﹁
ニ
ホ
ン
と
ニ
ッ
ポ
ン
﹂︵﹃
歴
史
評
論
﹄
四
五
七
号、
一
九
八
八
年五月︶参照。
︵
30︶ 小
坂
国
継﹁
和
辻
哲
郎
と
比
較
文
化
の
問
題
﹂︵﹃
比
較
思
想
研
究
﹄、
一九八三年︶第十号 九九～ 百頁参照。
30
︵
31︶ こ
こ
で
は、
初
版
と
改
版
は
や
や
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が、
意
味
的
に
は
同
じである。初版はやや冗長であるため、改版を引用した。
︵
32︶ それについて詳しくは和辻の講演筆記
﹁日本文化史﹂
︵一九三〇年︶
︹
B
2-146~148 ︺
参
照。
和
辻
は
一
九
三
〇
年
以
降、
世
論
の
風
潮
に
従
っ
て
日本の﹁世界史的任務﹂に関する言説がしばしば見られる。
︵
33︶ こ
の
引
用
部
分
に
関
し
て
も、
初
版
と
意
味
的
に
は
同
じ
な
の
で、
改
版
を
引用した。
︵
34︶ 西谷敬、前掲書、一六一～二頁参照。
︵
35︶ 和
辻
哲
郎
全
集
の
編
集
者
の
一
人
と
し
て
講
演﹁
日
本
の
臣
道
﹂
の
解
説
を
担
当
し
た
古
川
哲
史
に
よ
れ
ば、
﹁
海
軍
大
学
校
に
お
け
る
講
演
は、
愛
国
者
と
し
て
の
著
者
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
衷
情
に
よ
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る。
著
者
は
軍
人
の
暴
走
に
い
き
ど
お
り
を
感
じ
て
い
た
が、
そ
の
軍
人
の
暴
走
に
ブ
レ
ィ
キ
を
か
け
る
方
法
は
海
軍
の
指
導
者
に
良
識
を
植
え
つ
け
る
ほ
か
に
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る。
﹂︹
14-406 ︺
そ
し
て
内
容
的
に
は、
わ
ざ
わ
ざ﹁
臣
﹂
と﹁
民
﹂
と
を
区
別
し
た
上
で、
﹁
臣
﹂
の
任
務
に
は
私
を
混
え
る
の
は
罪
で
あ
っ
て、
不
忠
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な、
戦
争
指
導
者
に
対
す
る和辻の諷刺はこの講演原稿には顕著に吐露されている。
︵り・ろ
　
筑波大学大学院一貫制博士課程
　　　
人文社会科学研究科哲学・思想専攻︶
